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● 材料力学は、機械工学の中で機械力学、熱力学、
流体力学と並んで４大力学の一つと言われています。
飛行機や車など乗り物だけではなくプラントや工場な
どを設計、製造する上で、材料力学の知識は欠かせま
せん。材料力学に基づいて設計されなければ、人命に
関わるような重大事故を引き起こしかねません。
身近なところで、一番わかりやすいのが鉄道のレー

ルです。レールは夏場に膨張しますので、レールとレ
ールの間に隙間が確保されています。隙間がないと材
料力学でいう応力が発生してレールがグニャっと曲が
ってしまいます。材料力学は私たちの生活に関わる重
要な学問、知識なのです。
学生にとって材料力学は、高校で学んだ物理に近い

ところ、共通性がかなりありますので、いわゆる「高
大連携」のギャップが生じないよう工夫しながら授業
を進めることをこころがけています。
学生たちに望むことは、自分で考える癖を身につけ

てほしいということです。その
ため講義以外に、自ら取り組む
課題など、繰り返し自分で学ぶ
機会をつくるようにしています。
まず自分で考える。わからな

いところがあれば学生同士でデ
ィスカッションする。あるいは、
私たち教員のところに聞きに行
く。問題を解くために必要な情
報を自分で見つけ出し、集めた
情報を使って、合理的に答えを
引き出していく。大学の勉強は
論理的にものを考えることです。

山本篤史郎　准教授

● モノに力を加えた時、どれくらい

歪むか。熱を加えると、どれくらい

曲がってしまうのか。そういうこと

を学ぶ機会がこれまでなかったので、

おもしろさを感じます。物理は紙の

上の話ではなく、実際に何かを設計

するときに必要な知識であるという

ことを、この授業で実感しています。

モノをつくるときに力学を頭に入れ

ておかないといけないと思いました。

同　永澤春佳

● もともと小宮先生の授業を受けて運動生理というもの

に興味を持つようになりましたし、卒論発表会で先輩たち

の話を聞いて、この研究室に入ることを決めました。３年

生なので研究テーマは決まっていません

が、興味があるのはやはり疲労回復な

ど運動生理についてです。私自身陸上

競技をしているので、競技につなげて

いければと思っています。いまはケガ

で競技は中断していますが、ケガのこ

とも研究できるのかなと思っています。

同3年　大西なつ美

● 教育学部には、学校教育教員養成と総合人間形成の２

課程があります。学校教育教員養成課程の学生は児童生徒

の体力向上、肥満や痩せの予防など学校現場に関わるテー

マを、総合人間形成課程の学生は健康・スポーツ関連の職

業に就いたときに活かせるようなヘルスサイエンス、スポ

ーツサイエンスを研究テーマに選ぶ傾向があります。

研究室で学んだことが、社会に出たときに直ぐに役に立

つということは少ないかもしれませんが、与えられた課題、

あるいは自分で見出した課題をいかに解決していくかとい

う科学的方法論を学び、経験する

ことは大切です。

実験によって得られたデータを

解析し、その科学的な裏付けを参

考文献などを用いて検証する。ま

た、研究会などで発表を行い、第

三者から指導や評価を受ける。こ

の様な経験を通じて教師となって

教壇に立っても、企業人となって

企画書を作制する場合にも、自ら

課題を解決していくことができる

方法論と能力を身につけてほしい

と思います。

小宮秀明　教授
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● 材料力学は「機械」を学ぶ上での

エッセンスの一つとしてとても役に

立っています。高校の物理の授業は、

ただ数式を覚えるだけとか、問題の

解き方を覚えるだけというような授

業が多かったように思いますが、大

学では、実際にモノをつくるときな

どに数式、原理がどのように使われ

るのか、具体例を示して教えてもら

えるところに興味を覚えます。

機械システム工学科2年　丸山翔太

●研究室概要 ●授業概要

● 運動後の疲労回復について研究

しています。私は陸上競技をしてい

ますが、予選レースを終えて決勝レ

ースまでの間に、クーリングダウン

やマッサージ、アイシングなど、ど

のような疲労回復の処方をすれば一

番効果が得られるかを、運動後の乳

酸値や心拍数などを分析することに

よって調べます。自分自身のレベル

アップと、将来教師になった時に児童生徒の指導にこの研

究成果を活かせればと考えています。

学校教育教員養成課程保健体育専攻4年　郡司康平　

● 皮下脂肪、内臓脂肪に次いで「第

３の脂肪」と呼ばれる異所性脂肪が

インスリン抵抗性に及ぼす影響につ

いて研究しています。現在、生活習

慣病の発症の原因の一つに内臓脂肪

の過剰蓄積があげられますが、日本

人の場合、このことだけではなかな

か説明がつきません。異所性脂肪を

研究することで日本人特有の生活習慣病の発症の解明につ

ながると考えています。また、有酸素運動で肥満がどのく

らい改善するかも調べていく予定です。 同　森島祥子

● 小学校の体力テストのデータを使
って瞬発力や持久力が成長に伴って

どのように変化していくかを研究し

ています。人は一人ひとり発育の度

合いが違いますので、個人にあった

体育の評価とは何かを考える手がか

りとして、また、記録が伸びない子

どもに対しどんな手助けが必要か検

討するために分析結果を還元できれ

ばと思います。小学校教諭を目指しているので、研究だけ

に終わらせず、現場に出たときに活かしていきたいと思い

す。 同 佐藤慎太郎　

「運動生理学研究室」では運動

のパフォーマンス向上やスポー

ツ障害の予防を目ざし、骨格筋

の循環や筋肉の硬さについての

基礎的研究を行っています。ま

た、運動が生活習慣病予防に果

たす役割について病院や企業と

共同研究を行っています。

最近は、児童生徒の体力の向

上や肥満の予防に関する調査・

研究を教育委員会や自治体と連

携を図り積極的に行っています。

●学生から

●教員から

●学生から

● 教員から

● この授業は、何かモノをつくると

きの基礎的な知識をしっかり固める

ための学習と理解しています。材料

力学についてしっかり勉強してから

つくる側に回らないと、モノづくり

の現場で大きな事故を引き起こしか

ねないということを感じました。ま

た、昔と現在では数値の正確性、精

度がぜんぜん違うということを知り、

技術の進歩というものを感じていま

す。 同　塩田諒介

本授業では、主に機械シ

ステム工学科の学生を中心

に、機械やプラントで用い

られる材料にどれくらいの

力が働いているかを計算す

る知識と、それを使いこな

す具体的な方法について習

得してもらうことを目的と

しています。高校物理で学

んだ「力のつり合い」や

「フックの法則」なども登場

するので、大学の専門科目

の中では取り組みやすいの

ではないでしょうか。
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